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     German prisoners in the Bandō prisoner-of-war (POW) camp made bridges and a park in the forest of the 
Ooasahiko-Jinja Shrine during 1917-1919. Details of the constructions were a 15 m-long wood bridge and five 
small wood bridges, four stone bridges, road with a total length of 1,130 m, stone embankments, slopes, two 
flights of stone steps with a length of 8 m and 3 m according to the record written by Adolf Deutschmann who 
planned and directed the work. Two stone bridges called Doitsu-bashi (German bridge) and Megane-bashi 
(glasses bridge) remain and the Doitsu-bashi has been designated as a cultural asset of Tokushima prefecture. 
However, other constructions have been disappeared or became unclear now. In this study, we tried to clarify 
their precise place and history using an old map of the Ooasahiko-Jinja Shrine, photos and pictures of German 
prisoners, and interview to an old resident who participated in improvement of the forest around 1970. Results 
indicated that the road and the stone bridge still remain in some part.  
     In addition to Adolf Deutschmann we found that Max Bunge was an important member of the work. He has 
not been noticed in previous studies of the Bandō POW camp, although he was a famous person in the German 
community in Qingdao by some heroic behaviors, and that he became a mayor of his hometown Heiligenhafen 
after he was released from the camp. He wrote about beautiful nature of the shrine’s forest and about his 
sympathy to faith of Japanese pilgrims who he saw during construction work. 
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大麻比古神社の境内図 
 大麻比古神社の神庫に古い境内図が 2点収蔵さ
れていた（図 1）。1 つは厚紙に、もう 1 つはト
レーシングペーパーに描かれている。大きさは厚
紙の方が縦 114.5 cm、横 255.0 cm であり、ト
レーシングペーパーの方は、全体の大きさが縦
115 cm、横 205 cm、図の縁取の大きさが縦











図 1 大麻比古神社から見つかった古境内図   
古境内図は 2 枚あり、厚紙に描かれたもの（a, b）を原図としてトレーシングペーパーに写した
もの（c）が作られたと考えられる。 
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し、Adobe Illustrator により描き直した（図４）。 





 — 14 — 


















































































































































— 15 —  
 
 
図 4 現在の境内図 
1991 年（平成 3）に作成された境内図を基に、祓川橋より北の部分をトレースして作成した。 
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実地調査 
 2014 年 8 月 29 日、9 月 30 日、10 月 7 日、
11 月 8 日、2015 年 3 月 26 日、4 月 18 日、7
月 11 日に大麻比古神社境内の実地調査を行なっ
た。また、2014 年 11 月 8 日および 2015 年 3
月 26 日に古境内図の写真撮影を行った。 
 
聞き取り調査 




り調査を行った。2014 年 10 月 1 日は、現地に
て立ち会いのもとお話をうかがい、翌 10 月 2 日
にもお話をうかがった。また、前大麻比古神社宮
司（現名誉宮司）・金倉文雄氏からも境内整備の



































(ア)  長さ 15 m の木橋 
(イ) 幅約 40 cm の歩道を、橋の手前 80 m と橋
の向こうの 135 m のあいだを幅 1.75 m に
拡げた。 
(ウ) 水車用の水路をまたぐ 1つの小さな橋 






する多くの建造物」は、（ア）の 15 m の木橋の
他に次のようなものである。 
 













































さ 1 m の基部を置き、その上に迫台（せりだい）
を築いた。張間（はりま）は 1.60 m、高さは迫
台（アーチの端）の所で 1.70 m、頂（アーチの
最高点）では 2.50 m である。 
 この橋は、工事中から住民の関心事となり、見






（Karsten Suhr）工兵によるスケッチが 3 枚添
えられている（図５）。1 枚はこのドイツ橋であ













































































（イ）幅約 40 cm の歩道を、橋の手前 80 m と







図 6 15 m の木橋の存在を示す『ディ・バラッケ』における大麻比古神社周辺の地図 
a：「木こり団創設 1 周年に寄せて」の中の地図。左下の Lager は収容所を、上の Oasa.T.が大
麻比古神社を示している。松並木の参道と神社を結ぶ祓川橋とは別に、ドイツ兵が造ったと考



























































































































































































































































































































（エ）橋に続く 1.4 m 幅の車道  
















































































 8.0 m の石段は、現在、西宮社から椎尾谷川に








対岸に長さ 4.0 m の石段が存在する（図 12b）。







の両岸にそれぞれ長さ 7.6 m と 4.5 m の石段が



















図 12 板東谷川の両岸の二つの石段 
a：東岸の西宮社から続く長さ 8.3 m の石段。b： 西岸の長さ 4.0 m の石段。 
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① 1918 年 2 月 3 日の第 19 号に「1918 年 1 月
26 日の第 5 中隊の皇帝誕生日祝典」を寄稿して


















































刊行された“Die Helden von Tsingtau（チンタ
オの英雄たち）”18 ）や“Aus dem belagerten 
Tsingtau”19）に彼の名前が登場する。また、自ら
も 1914 年に『膠州の 1898 年から 1901 年』と
いう本を出版し、これは板東俘虜収容所でも買う
ことができた 20）。  
 ブンゲは、収容所から解放されてドイツに戻っ
て か ら 郷 里 の ハ イ リ ゲ ン ハ ー フ ェ ン












































































































































































































年 9 月 30 日に第 1 号が発行され、1919 年の 3
徳島大学地域科学研究 第５巻 
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月の第 26 号（通算 79 号）まで週刊で発行され、
半年毎に 3 巻にまとめられて収容所内で販売さ




が進められ、第 1巻が 1998 年に、第 2巻が 1991
年に、第 3 巻が 2005 年に刊行された。1919 年
4月以降については2ヶ月分をまとめて3分冊に
したものが第 4 巻として 2007 年に刊行された。
また、鳴門市ドイツ館では原文を訳さずにドイツ
語のまま活字化して PDF にした CD『Die 






訳・編集.『ディ・バラッケ（1919 年 4 月～9 月・
帰国航 第 3 分冊（9 月号・帰国航））』.鳴門市
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ラッケ（1919 年 4 月～9 月・帰国航 第 3 分冊
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稿文「地学巡検 第 3 部（大麻神社周辺）」に橋
の大まかな位置が分かる地図が載っている。前者
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